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「
元
気
を
出
し
て
」
は
、
竹
内
ま
り

や
さ
ん
が
30
年
近
く
前
に
書
い
た
曲
の

題
名
で
す
。
当
時
は
薬
師
丸
ひ
ろ
子
さ

ん
の
ア
ル
バ
ム
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
歌
の
フ
レ
ー
ズ
に
次
の
よ
う

な
詩
が
あ
り
ま
す
。

　　

幸
せ
に
な
り
た
い

　

気
持
ち
が
あ
る
な
ら

　

明
日
を
見
つ
け
る
こ
と
は

　

と
て
も
簡
単

　

人
生
は
あ
な
た
が

　

思
う
ほ
ど
悪
く
な
い

　

早
く
元
気
出
し
て

　

あ
の
笑
顔
見
せ
て

　

失
恋
を
し
た
女
性
を
、
親
友
（
女
友

達
？
）
が
慰
め
る
名
曲
で
す
。
ち
な
み

に
こ
ん
な
詩
も
あ
り
ま
す
。

　

チ
ャ
ン
ス
は
何
度
で
も

　

訪
れ
て
く
れ
る
は
ず

　

彼
だ
け
が
男
じ
ゃ
な
い
こ
と
に

　

気
付
い
て

　

こ
の
歌
を
、
様
々
な
境
遇
に
置
き
換

え
て
み
る
と
…
、
友
達
と
の
ケ
ン
カ
、

学
校
の
成
績
ダ
ウ
ン
、
仕
事
上
の
失
敗
、

家
庭
内
の
イ
ザ
コ
ザ
、
い
ろ
い
ろ
考
え

ら
れ
ま
す
。
で
も
、
み
ん
な
、
あ
な
た

が
解
決
し
た
い
と
思
え
ば
何
と
か
で
き

る
こ
と
で
す
。
そ
の
チ
ャ
ン
ス
が
、
実

は
何
度
か
あ
っ
た
こ
と
も
、
あ
な
た
は

分
か
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。

　

３
月
11
日
以
降
、
辛
い
境
遇
で
毎
日

を
生
き
る
被
災
者
は
、
個
人
の
努
力
で

は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で

す
。
そ
れ
で
も
炊
き
出
し
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
、
「
あ
り
が
と
う
、
美
味
し
い
ね
」

と
笑
顔
で
応
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な

皆
さ
ん
に
、
逆
に
励
ま
さ
れ
て
帰
っ
て

き
た
市
民
が
大
勢
い
ま
す
。

　

自
然
の
力
に
は
抗
え
ま
せ
ん
。
明
る

過
ぎ
た
夜
、
行
き
過
ぎ
た
個
人
主
義
を

反
省
し
、
大
切
な
何
か
に
思
い
を
巡
ら

せ
る
時
が
来
て
い
ま
す
。

  

春
で
す
。
市
内
は
花
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
被
災
地
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ま
ち

づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

　「
元
気
を
出
し
て
」

仙
北
市
長

　
　
門
脇
　
光
浩

まちづくり
日記
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仙
北
市
の
国
保
は
、
医
療
の
高

度
化
や
加
入
者
の
高
齢
化
に
よ
っ

て
加
入
者
一
人
当
た
り
の
医
療
費

が
増
え
続
け
、
こ
れ
ま
で
は
国
保

会
計
の
貯
金
に
あ
た
る
財
政
調
整

基
金
を
取
り
崩
し
な
が
ら
収
支
の

均
衡
を
保
っ
て
き
ま
し
た
が
、
合

併
以
来
単
年
度
の
赤
字
が
続
き
、

平
成
22
年
度
で
基
金
が
枯
渇
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
今
後
は
医
療
費
の

増
加
に
見
合
う
財
源
を
確
保
す
る

た
め
の
国
保
税
の
引
き
上
げ
が
避

け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
、
本
来
、

国
や
県
な
ど
か
ら
の
公
的
支
出
金

と
加
入
者
が
納
め
る
国
保
税
を
財

源
と
す
る
独
立
採
算
が
基
本
の
国

保
の
運
営
は
、
非
常
に
厳
し
い
局

面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
け
ば
、

将
来
は
国
保
会
計
の
破
綻
も
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
仙
北
市
で
は

医
療
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と

し
て
の
国
保
制
度
を
堅
持
し
、
将

来
に
わ
た
り
市
民
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営

安
定
化
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。 

※本計画書の本編は仙北市の
ホームページに掲載しているほ
か、市民課（☎ 43―３３０７）
にも備え付けていますのでご利
用ください。
《パソコンからの計画書のダウン
ロード方法》仙北市ホームペー
ジ→行政情報→行政計画→国民
健康保険財政運営安定化計画（Ｐ
ＤＦファイル）から

一般会計繰入金（１億円）

医療費の上昇に伴う
急激な税負担の緩和

（税収の補填）

財政調整基金の増資に
よる財政の基盤強化　

（基金の積立）

２
国
保
税
の

　

   

収
納
率
向
上
対
策

仙
北
市
収
納
対
策
計
画
に
基
づ
く

具
体
的
取
組
み

・
口
座
振
替
の
促
進
・
夜
間
納
付
窓

口
の
開
設
や
夜
間
訪
問
徴
収
の
実
施

・
徴
収
嘱
託
員
に
よ
る
訪
問
徴
収

・
滞
納
者
の
状
況
把
握
と
短
期
被
保

険
者
証
お
よ
び
資
格
証
明
証
の
発

行
に
よ
る
納
税
相
談
の
強
化

・
滞
納
者
の
財
産
調
査
と
滞
納
処
分

の
実
施

３
医
療
費
の
適
正
化

資
格
の
管
理
、レ
セ
プ
ト
点
検
、ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク（
後
発
医
薬
品
）
の
普
及

促
進

・
被
保
険
者
の
異
動
に
伴
う
資
格
の

適
正
化
・
重
複
受
診
者
へ
の
受
診

指
導
・
レ
セ
プ
ト
の
電
子
化
に
よ

る
点
検
の
効
率
化

・
交
通
事
故
等
に
係
る
賠
償
請
求
と

資
格
喪
失
後
の
受
診
に
係
る
療
養

給
付
費
返
還
請
求

・
安
価
な
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
促
進
Ｐ
Ｒ（
広
報
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
利
用
差
額
通
知
の
実
施
）

４
保
健
事
業
の
推
進

健
康
づ
く
り
、
疾
病
の
重
症
化
予

防
事
業
に
よ
る
医
療
費
の
抑
制

・
特
定
健
康
診
査
、
特
定
保
健
指
導

の
推
進
（
生
活
習
慣
病
の
原
因
と
な

る
内
臓
脂
肪
型
肥
満
の
発
見
と
改
善
）

・
各
種
健
診
の
費
用
助
成
・
人
間

ド
ッ
ク
へ
の
助
成
・
健
康
づ
く
り

の
推
進
（
ス
ポ
ー
ツ
の
奨
励
、
各
種

健
康
教
室
の
開
催
）

・
幼
児
の
歯
の
健
康
指
導
・
幼
児
期

か
ら
の
食
育
指
導
・
高
齢
者
介
護

予
防
事
業

　

本
計
画
の
進
行
に
は
、
国
保
加

入
者
に
限
ら
ず
す
べ
て
の
市
民
の

ご
理
解
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
計
画
の

内
容
を
公
表
し
、
運
営
状
況
に
よ

り
計
画
の
修
正
が
行
わ
れ
た
場
合

も
速
や
か
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
財
政
運
営
の

　
　
　
　

基
本
方
針

国
保
税
の
適
正
賦
課
、
一
般
会
計
繰

入
れ
に
よ
る
財
政
収
支
の
改
善
と

財
政
基
盤
の
強
化

○
計
画
の
進
行
管
理

　
　
　
　
と
市
民
へ
の
公
表

○
国
保
事
業
の
運
営
安
定
化
に

　 

　
　
向
け
た
取
組
み
（
計
画
の
骨
子
）

○計画策定の背景
（仙北市国保の現状）

・被保険者の高齢化による一人当り医療費
の増加（医療の高度化と生活習慣病の増加）
・被保険者数の減少と経済状況の悪化によ
る課税所得の減少　⇒　国保税収入の減少
・合併以来５年連続単年度の赤字

・税収不足を補うため財政調整基金を投入
・基金の枯渇⇒医療費の増加＝国保税の上昇
・被保険者の税負担が増加

↓

【財政悪化による国保会計破綻の恐れ】

収支の

不均衡

　市民の皆様や団体が支援活
動、ボランティア活動など、さ
まざまな形でご協力をいただき
いています。厚く御礼申し上げ
ます。一部をご紹介します。

4 月 10 日
団体名　　羽後交通職員有志
支援場所　大槌町かみよ稲穂館避難所
支援内容　炊き出し：きりたんぽ鍋・
　　　　　まんじゅう・がっこ 150 食
4 月 12 日
団体名　　田沢湖水深委員会
支援場所　山田町ちびっ子公園
支援内容　駒ヶ岳温泉足湯提供 200 人
4 月 13 日
団体名　　遊々楽々３とぴあ
支援場所　山田町田の浜地区
支援内容　炊き出し：昼食そば 400 食
4 月 14 日
団体名　　瀧神巧業
支援場所　山田町
　　　　　大浦漁村センター避難所
支援内容　炊き出し：豚汁　おにぎり 
　　　　　　　　　　　　　　150 食

4 月 14 日
個人名　　藤村春之
支援場所　山田町豊間根保育所、
　　　　　山田第１保育所
支援内容　炊き出し：焼き芋 200 食
4 月 19 日
団体名　　ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑ西木研究会
支援場所　山田町豊間根地区避難所
支援内容　炊き出し：だまこ鍋
　　　　　ほうれんそう和え物 100 食
4 月 19 日
団体名　　包和会
支援場所　山田第２保育所
支援内容　おもちゃ・お菓子など提供
4 月 20 日
団体名　　村っこ物産館
支援場所　山田町
　　　　　大浦漁村センター避難所
支援内容　炊き出し：山菜鍋
　　　　　　　　　　おにぎり 100 食

被災地避難所等

支援活動

「
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
安
定
化
計
画
」
を
策
定

～
市
民
が
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て

    

医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
～

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

  ○計画の期間
　   平成 23 年度～平成 27 年度（５年間）

・
国
保
税
の
適
正
賦
課
→
医
療
費
の

増
加
に
見
合
う
税
収
の
確
保

（
毎
年
度
の
税
率
の
見
直
し
）

・
一
般
会
計
か
ら
の
基
準
外
繰
入
れ

の
実
施
（
計
画
期
間
中
に
毎
年
度

１
億
円
を
繰
入
れ
）

⇒


